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水循環情報統合システムの構築
・データの収集・管理・利用

・システムの構築・運用

東京大学地球観測データ統融合連携研究機構
(EDITORIA) / 生研喜連川研究室

生駒 栄司 喜連川 優

以前のプロジェクトで開発・運用された「MaeWang河

流域データリアルタイムデータ管理システム」

• ～2006.5 仕様検討、各種準備

• 2006.5 観測開始→システム構成、データ

フォーマット検討開始

• 2006.7 システム要件等の検討→実際に構

築開始

• 2006.8 テストデータを取得し、実装開始

• 2006.9～ システム試行開始

• 2006.12 安定システム運用開始

• 2007.7 タイ側サーバ障害、再構築、再稼動

• 2008.2 タイ側サーバウィルス感染、再構築

• 2009.1 タイ側サーバ障害、再インストール

• 2009.1 タイ側ネットワーク不調

• 2009.2,2009.3で３度ほど現地と協力したが
ネットワーク開通に至らず

・・・以降、ネットワークが通らず日本側からアク
セス不可、本サーバ上でのデータ更新が行
われていない

現状のシステム構成

• タイ側の観測ポイントから
収集されたデータをタイ側
のサーバに一旦蓄積

• 東大側からタイ側データを
pull

• 東大側サーバで処理

• 公開へ
Geoss Data Server at 
The Univ. of Tokyo

Webブラウザ

・自動データ収集
・欠損データチェック
・データベース化
・データ配信
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観測サイト 観測サイト観測サイト観測サイト 観測サイト

取得後1時間以内に
配信準備が完了

携帯電話網を経由したデータ転送(1時間毎)

ユーザインターフェース

• データ検索フレーム、表
示フレーム、ダウンロー
ドフレームの３つから構
成

• Webインターフェースの
みで動作

• サイト、データ種類、年
月、期間、グラフ表示方
法を指定することでデー
タ検索が実行され、視
覚化およびダウンロード
が可能

• タイ側からのデータ転送
が終了すると直ちに公
開

データフロー
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既存1000site
雨量のみ？
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そのうち水質5site
流速？N/P測定？

Wind Profiler 

ミラーサーバ？
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システムデザインにおける検討
• データinput

– 地点数、サーバ数、フォーマット
– プロトコル、タイミング、ボリューム
– 一括収集？中継？
– エラー・障害対応

• データ蓄積・管理
– 利用形態に即したＤＢ
– セキュリティ？利用権限？
– メタ情報管理（ドキュメント等含む）、ＱＣ
– 他ＤＢとの連携

• データoutput
– ＵＩ経由での利用者向け
– モデル計算との連携、ＡＰＩ
– 他サーバへのミラー？バックアップ？

• ネットワーク媒体は？安定性は？冗長化？


